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監 査 公 表 第 ５ 号

地 方 自 治 法 （ 昭 和 22年 法 律 第 67号 ） 第 199条 第 ９ 項 の 規 定 に よ

り 、 高 知 県 知 事 等 宛 て 報 告 を 行 っ た と こ ろ 、 高 知 県 知 事 等 か ら 措

置 結 果 に つ い て 通 知 が あ っ た の で 、 同 条 第 14項 の 規 定 に よ り 、 次

の と お り 公 表 す る 。

令 和 ５ 年 ４ 月 25日

高 知 県 監 査 委 員

４ 高 行 管 第 505号

令 和 ５ 年 ３ 月 31日

高 知 県 監 査 委 員 様

高 知 県 知 事

定 期 監 査 の 結 果 に 対 す る 措 置 結 果 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ５ 年 ２ 月 24日 付 け ４ 高 監 報 第 13号 で 報 告 の あ り ま し た う え

の こ と に つ い て 、 指 摘 事 項 の あ っ た 機 関 か ら の 措 置 状 況 の 報 告 を

も と に 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 14項 の 規 定 に よ り 下 記 の と お り 通

知 し ま す 。

記

第 １ 意 見 に お い て 措 置 を 求 め ら れ た も の

１ 意 見

今 回 明 ら か に な っ た 事 務 処 理 の 誤 り の 多 く は 、 担 当 者 の 会

計 事 務 に 対 す る 確 認 不 足 や 知 識 不 足 と 、 決 裁 の 過 程 で 上 司 が

そ の 誤 り を 是 正 で き て い な い こ と に 起 因 し て い る 。

事 務 処 理 に 当 た っ て は 、 担 当 者 は そ の 根 拠 を 自 ら 確 認 し 行

う と と も に 、 管 理 職 員 も 十 分 に 注 意 し て 決 裁 等 の 事 務 を 行 わ

れ た い 。 ま た 、 よ り 実 効 性 の 高 い 再 発 防 止 策 を 検 討 す る な

ど 、 財 務 事 務 の 適 正 な 執 行 に 努 め ら れ た い 。

２ 意 見 に 対 す る 措 置 状 況

会 計 専 門 員 に よ る 定 期 的 な 訪 問 支 援 や 会 計 検 査 等 を 通 じ

て 、 法 的 根 拠 等 会 計 事 務 の 基 本 と な る 考 え 方 の 習 得 に 向 け た

指 導 を 行 う と と も に 、 会 計 事 務 の 基 礎 研 修 、 実 務 研 修 の 実 施

に よ り 、 職 員 が 会 計 事 務 へ の 理 解 を 深 め 、 知 識 を 向 上 で き る

よ う 引 き 続 き 取 り 組 み ま す 。

ま た 、 各 所 属 の 決 裁 過 程 で チ ェ ッ ク の 要 と な る 次 長 等 や 会

計 事 務 に 関 し 部 下 へ の 指 導 の 中 心 と な る チ ー フ に 対 し 、 Ｏ Ｊ

Ｔ の 推 進 を 意 識 づ け る 研 修 を 行 う と と も に 、 所 属 か ら の 依 頼

に 応 じ た 出 前 研 修 の 実 施 に よ り 、 組 織 と し て の チ ェ ッ ク 機 能

の 強 化 を 図 り ま す 。

さ ら に は 、 事 務 処 理 の 誤 り に つ い て 、 過 去 の 事 例 や 他 所 属

の 事 例 を 情 報 共 有 す る こ と で 、 リ ス ク に 対 す る 各 所 属 の 自 己

点 検 機 能 の 強 化 や 職 員 の ス キ ル ア ッ プ を 図 り 、 適 正 な 会 計 事

務 の 執 行 に 取 り 組 み ま す 。

こ う し た 取 組 に よ り 、 内 部 統 制 制 度 の よ り 効 果 的 な 運 用 を



図 っ て い き ま す 。

ま た 、 来 年 度 か ら 、 新 た に 会 計 事 務 の 効 率 化 と 県 民 サ ー ビ

ス の 向 上 に 向 け て 財 務 会 計 シ ス テ ム を 再 構 築 す る こ と と し て

お り 、 そ の 中 で 人 為 的 な ミ ス を 防 止 す る 機 能 の 拡 充 や 職 員 の

事 務 作 業 の 効 率 化 な ど 、 事 務 処 理 の 誤 り を 防 止 す る 機 能 の 導

入 を 検 討 し て い き ま す 。

第 ２ 指 摘 事 項 の 該 当 機 関

土 木 部 幡 多 土 木 事 務 所

(１ ) 指 摘 事 項

令 和 ３ 年 度 河 川 占 用 許 可 に お い て 、 河 川 占 用 料 の 収 入 調

定 を 行 っ て い な い も の が あ っ た 。

こ れ は 、 歳 入 徴 収 者 が 地 方 自 治 法 施 行 令 （ 昭 和 22年 政 令

第 16号 ） 第 154条 第 １ 項 の 規 定 に よ る 歳 入 の 調 定 を し よ う

と す る と き は 、 当 該 歳 入 に 係 る 法 令 、 契 約 書 そ の 他 の 関 係

書 類 に 基 づ い て 、 速 や か に 行 わ な け れ ば な ら な い と 定 め

た 、 高 知 県 会 計 規 則 （ 昭 和 39年 高 知 県 規 則 第 13号 ） 第 22条

の 規 定 に 反 す る 不 適 切 な 事 務 処 理 で あ る 。

速 や か に 是 正 措 置 を 講 じ る と と も に 、 再 発 防 止 に 向 け 必

要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。

(２ ) 原 因 又 は 理 由

河 川 法 第 24条 に 係 る 四 国 地 方 整 備 局 の 許 可 案 件 が 河 川 課

を 通 じ て 当 該 事 務 所 に 通 知 さ れ た 際 、 通 知 を 根 拠 に 収 入 調

定 を 速 や か に 行 う べ き と こ ろ 、 担 当 者 が 事 務 処 理 を 失 念 し

た ま ま フ ァ イ ル に 保 管 し 、 チ ー ム 内 で も 処 理 状 況 の 確 認 が

で き る 体 制 と な っ て い な か っ た こ と か ら 、 調 定 漏 れ と な っ

た も の で す 。

(３ ) 措 置 状 況

事 案 が 発 覚 し た 後 、 収 入 調 定 を 行 い 、 占 用 料 は 収 入 済 み

と な っ て い ま す 。

事 例 に つ い て 所 内 で 共 有 す る と と も に 他 の 土 木 事 務 所 で

も 共 有 し 、 河 川 法 に 係 る 国 許 可 案 件 の 台 帳 管 理 を 行 い 、 通

知 の 受 付 か ら 調 定 処 理 ま で の 事 務 の 進 捗 管 理 を 複 数 の 職 員

で 行 う こ と を 徹 底 す る こ と に よ り 、 再 発 防 止 に 努 め ま す 。

併 せ て 、 フ ァ イ ル 保 管 後 に 未 処 理 の ま ま 保 管 さ れ て い な

い か 定 期 的 に 点 検 す る こ と に よ り 、 再 発 防 止 に 努 め ま す 。

４ 高 教 政 第 105 6号

令 和 ５ 年 ３ 月 28日

高 知 県 監 査 委 員 様

高 知 県 教 育 長

定 期 監 査 の 結 果 に 対 す る 措 置 結 果 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ５ 年 ２ 月 24日 付 け ４ 高 監 報 第 13号 で 報 告 の あ り ま し た 定 期

監 査 の 結 果 に 基 づ く 措 置 状 況 等 に つ い て 、 下 記 の と お り 措 置 し ま

し た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 14項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

記

機 関 名 ： 山 田 高 等 学 校



１ 指 摘 事 項

複 写 サ ー ビ ス の 契 約 に お い て 、 予 算 の 議 決 前 に 入 札 を 行

い 、 契 約 を 締 結 し て い た 。

こ れ は 、 普 通 地 方 公 共 団 体 の 支 出 の 原 因 と な る べ き 契 約 そ

の 他 の 行 為 は 、 法 令 又 は 予 算 の 定 め る と こ ろ に 従 い 、 こ れ を

し な け れ ば な ら な い と 定 め た 、 地 方 自 治 法 第 232条 の ３ の 規

定 に 反 す る 不 適 切 な 事 務 処 理 で あ る 。

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。

２ 原 因 又 は 理 由

関 係 法 令 等 に つ い て 、 担 当 の 認 識 が 十 分 で な か っ た こ と

や 、 決 裁 過 程 で の チ ェ ッ ク が 不 十 分 で あ っ た こ と に よ る も の

で す 。

３ 措 置 状 況

所 属 職 員 に 対 し て 、 入 札 及 び 契 約 の 締 結 は 予 算 の 議 決 後 に

行 わ な け れ ば な ら な い こ と を 周 知 徹 底 し ま し た 。

ま た 、 会 計 管 理 課 長 通 知 の 「 年 度 開 始 前 に お け る 契 約 事 務

に つ い て 」 を 事 務 室 内 で 共 有 し 、 事 務 担 当 者 及 び 事 務 長 な ど

複 数 の 職 員 で 確 認 す る こ と に よ り 、 再 発 防 止 に 努 め て ま い り

ま す 。

高 公 委 発 第 21号

令 和 ５ 年 ３ 月 22日

高 知 県 監 査 委 員 様

高 知 県 公 安 委 員 会 委 員 長

定 期 監 査 の 結 果 に 対 す る 措 置 結 果 に つ い て （ 通 知 ）

令 和 ５ 年 ２ 月 24日 付 け ４ 高 監 報 第 13号 で 報 告 の あ り ま し た 定 期

監 査 の 結 果 に 基 づ く 措 置 状 況 に つ い て 、 別 紙 の と お り 措 置 し ま し

た の で 、 地 方 自 治 法 第 199条 第 14項 の 規 定 に よ り 通 知 し ま す 。

別 紙

警 察 本 部 土 佐 警 察 署

１ 指 摘 事 項

産 業 廃 棄 物 処 理 委 託 契 約 書 に お い て 、 仕 様 書 を 添 付 し て い

な か っ た 。

こ れ は 、 契 約 書 の 記 載 事 項 を 定 め た 高 知 県 契 約 規 則 （ 昭 和

39年 高 知 県 規 則 第 12号 ） 第 36条 第 １ 項 の 規 定 に 反 す る 不 適 切

な 事 務 処 理 で あ る 。

再 発 防 止 に 向 け 必 要 な 措 置 を 講 じ ら れ た い 。

２ 原 因 又 は 理 由

契 約 を 締 結 す る 際 に は 、 支 出 負 担 行 為 （ 契 約 締 結 ） の 決 裁

後 、 契 約 書 を 正 副 ２ 部 作 成 し た う え で 受 託 者 に 送 付 し 、 押 印

し た 契 約 書 を 提 出 し て も ら い 契 約 を 締 結 し て い ま す が 、 契 約

書 を 作 成 す る 際 に 仕 様 書 を 添 付 す る こ と を 失 念 し 、 仕 様 書 を

添 付 し て い な い 契 約 書 に よ り 契 約 を 締 結 し た も の で す 。

３ 措 置 状 況

今 後 の 対 策 と し て 、 契 約 書 を 作 成 す る 際 に は 、 所 属 長 自 ら

が 仕 様 書 等 に つ い て も 一 緒 に 袋 綴 じ す る こ と を 徹 底 さ せ る と
と



と も に 、 複 数 の 職 員 に よ る 確 認 を 確 実 に 行 っ た 上 で 契 約 書 を

受 託 者 に 送 付 す る こ と と し 、 他 所 属 を 含 め 、 同 種 事 案 の 再 発

防 止 に 努 め る こ と と し ま す 。


